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製品概要

針刺し 清潔操作血液漏れ 簡単・安全

点滴開始固定6

穿刺 カテーテル留置

使用方法　

4 内針収納
輸液セットのクラン
プを開け、カテーテ
ルが血管に正しく
留置されていること
を確認するととも
に、クランプを調節
し点滴を開始しま
す。この時、一時的
にボディ内に逆血し
た血液は薬液で流
れます。

テープやフィルムドレッシ
ング材などで固定します。
ウイングは事前にねじって
切り離すこともできます。

チューブをカチッと音がするところまで後方に引く
と、内針がロックされます。ストッパを外し、廃棄し
ます。

ストッパが後退しないように、下図のように保持します。

静脈走行に沿って穿刺し、逆血を確認します。

＜持ち方例＞
①横持ち ②上下持ち ③ウイング持ち

トリム分だけ進めた後で、血液の逆流を確認しなが
らチューブを“ゆっくり”ボディの半分くらいまで引
いた後、チューブを保持しカテーテルを血管内に押
し進めます。
ウイング持ちで穿刺した際は、内針が固定される
ためウイングを広げてからチューブを引いてくだ
さい。

チューブを
保持する

カテーテルを
必要な深さ
まで挿入する

逆血

＊添付文書を必ずお読みください。
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2輸液セットとの接続・プライミング
輸液セットと接続し、輸液セットの
クランプをゆるめて薬液を先端ま
で満たし、クランプを閉じます。
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重要 内針のヒールとカテーテル先端の差を考慮

トリム

内針の再突出を防
止するため、必ず
“カチッ”とロックさ
れたことを確認し
てください。

針カバーを取り外す際は、
ボディとストッパをしっかり
保持した状態で、取り外し
てください。

カチッ


